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Abstract
FOr the connection of pile head tO fOOting Of steel pipe pile foundation,experilnental and
dilnentional studies、vere p rformed to vertical load  As results,less emciency Of cOnventional
pile head cover,importance of punching shear on embeded pile head,fear of brittle rupture by
shear,etc、vere clarified
Froni the foHOM′ing studies on a cOnventional,a neMァand a SRC methods of the pile head
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図-10 荷重とフーチングのたわみ
変位計
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図 19 荷重と鋼管の周方向面内応力 (σ′v‖ )
▼:目視によるひひ宮1れ発生′ヽ
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図-23 荷重と鋼管のフーチングヘのめり込み

















































































0   -1000 -2000 -3000
M
M-2







































































































































































形が生 じてお り,最初の190 tfで2,173 kgf/
cm2の応力が,荷重が一旦下がった時点で6,023
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荷五 とフーチングのたわみ
図-31 M3におけるブラケットの主応力分布
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鋼管杭基礎の杭頭固定法に関する実験的研究
いる。
(6)実験 2の変形量は実験 1に比べてかなり
大きな値となっている。
(7)鋼管先端部では大きな荷重時には頂版に
曲げモーメントで引張応力が発生するために支
圧応力は必ずしも圧縮応力とはならない。
18)フープジベル,ブラケット鋼版は鉛直荷
重の分散に極めて有効である。それらが用いら
れる場合には鋼管の先端に荷重はほとんど伝わ
らない。
O)フープジベルやブラケットの取付による
面外曲げは極めて小さな値である。従ってフー
プジベルは内外に取り付ける必要性はない。
QO 鋼管の両方向の圧縮ひずみが小さいので
鋼管とコンクリートの付着状態はいずれのモデ
ルでも良好と考えられる。
QO SRC禎版の軽鋼梁の応力は弾性範囲に
あることから破壊は軽鋼梁で四われた内部のコ
ンクリートの中で発生しているものとみられ
る。
QD SRC型(M3)では最終的な破壊はブラ
ケット鋼板の塑性変形によると考えられる。
4結  論
鋼管杭基礎のA方法による杭頭固定方法に
関する2つの鉛直荷重に対する実験から次の点
が明らかとなり,さらにこれらの成果から新し
い固定方法を提案することができた。
(1)A方法の場合,鉛直荷重に対してフーチ
ング中の鋼管とコンクリートとの付着および摩
擦抵抗によるせん断力の伝達が重要な役割を果
す。
(2)伝統的に用いられていた杭頭の天蓋は鉛
直力の伝達に効果が薄く,管体とコンクリート
の付着によるせん断力の伝達も減殺する。
また,天蓋のリブも期待されている補剛効果
が発揮されにくく,支圧応力の分散にも貢献し
ているとは言いがたい。
(0 管体 とコンクリートの付着力が強い場
合,大きな荷重によって付着が切れるとせん断
破壊へ移行する恐れがある。その場合,脆性的
破壊となるので危険である。
は)脆性的破壊を防ぐにはパンチングシアに
対する十分な厚さと適切な補強鉄筋が必要であ
る。
(5)従来方式のA方法は頂版 (フーチング)
が薄い場合に脆性的なせん断破壊をする可能性
が秘められていた。
(6)フープジベルと篭鉄筋を用いた新しい提
案方式 (図-32)は鋼管の破壊強度の近くまで耐
えることができ,破壊も曲げせん断破壊となる。
(7)SRC方式の場合の耐荷力は新提案方式
に及ばないが,従来方式の2倍程度となり,変
形性能に優れた挙動を示す。破壊は曲げ破壊と
なる。
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図 32 A方法による杭頭結合方法と篭鉄筋
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181 フープジベル,ブラケットなどの取付は
鉛直荷重のフーチングコンクリート内への分散
に極めて有効である。その取付による管体への
偏心曲げモーメントの影響は無視できるほど小
さいので内側への取付や補強は不要である。
(9 SRC頂版では鉄骨としての軽鋼梁への
荷重の伝達は少なく,軽鋼梁の間のコンクリー
トの中で破壊が発生する傾向にある。
以上は鉛直荷重に対する試験からの知見であ
るが,更に水平荷重による曲げモーメントに対
する試験の結果と考察を次の機会に発表するこ
ととしたい。
本研究は筆者が建設省土木研究所構造橋梁部
基礎研究室で行なったものであるが,まとめて
発表する機会がなかったのでここに研究の骨子
をとりまとめた次第である。
ここに本研究に御協力いただいた方々に深甚
なる謝意を表わし,その御労苦の成果を世に役
立ててまいりたいと考えている。
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